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（平成２１年３月３１日受付）

Abstract
ThispaperaimstohelpincreasethenumberofRussiantouristsinToyamaPrefecturebyidentifyingand

analyzingtouristattractionsinToyamawhichinteresttheRussianpeople.UsingquestionnairesforRussians
livinginToyama,focusingontheirfavoriteplacestotravelwithintheprefecture,thispapergiveseffectiveways
topromoteToyamatoRussiantourists.

１．はじめに
近年訪日外国人旅行者数（外客数）の増加による国
や地域への経済効果が強調される中、インバウンド事
業の振興が国の政策として取り組まれている。政府が
２００３年から始めたビジット・ジャパン・キャンペーン
（以下VJCとする）はその中心的役割を果たしている。
VJCとは、日本人海外旅行者数と訪日外国人旅行者数
との間にある大きな隔たり（２００２年に日本人の海外旅
行者数が１，６５２万人であったことに対して、訪日外国人
旅行者数は５２４万であったi）を埋め、２０１０年に訪日外
国人旅行者数を倍増の一千万人にすることを目標とす
る訪日観光キャンペーンであるii。官民一体となった
VJCにより、２００７年には訪日外客数は８３４万人に達し、
目標とする一千万人に近づきつつある。このような政
府の事業と連携し、地方自治体も外客誘致にむけて積
極的なプロモーション活動を展開している。

富山県も、中国や韓国といった北東アジア諸国と地
理的に近くアクセスしやすいというメリットをいかし
て、現地の国際旅行展への出展や旅行会社・メディア
の招聘事業、広告宣伝事業などに取り組んでいる。し
かしこれら富山県の国際観光促進事業は、現在のとこ
ろ台湾や韓国、中国（大連、上海）に限られており、
同じく対岸に位置し、定期便で結ばれているロシアに
おいてはほとんど行われていない。近年ロシア経済は
安定化しつつあり、富裕層の大幅な拡大などから、ロ
シアは富山県の外客誘致において重要なターゲットと
なりうると考える。
そこで本稿では富山県在住のロシア人へのアンケー
ト調査をもとに、ロシア人が富山県の観光資源に何を
期待しているかを具体的に示すことにより、今後富山
県を訪れるロシア人観光客を増加させるための方策を
示すことを目的とする。

２．訪日ロシア人の現状
はじめに日本を訪れるロシア人の現状を概観する。
表１は２００７年に日本を訪れた外客数の総数と、そのう
ち観光を目的として来日した数について、上位１６位ま
でを国籍別に示したものである。訪日外客数が最も多
いのは韓国の２６０万人であり、訪日外客数全体の３割強
を占めている。観光を目的とする訪日外客数をみると、
北東アジア諸国からの観光客が大多数を占めており、
韓国、台湾、中国、香港の４つの国や地域で日本の訪
日外客数の約７割にのぼる。これに対してロシアから
の訪日外客数は６４，２４４人で、第１６位である。
ロシア人は海外旅行先としてどこを選んでいるので
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あろうか。表２は、旧ソ連諸国を除いたロシア連邦の
目的地別アウトバンド旅行者数の上位国と総旅行者数
の推移に日本を加えたものである。２００５年にロシア人
が最も多く訪れた国は中国で、２位はトルコ、３位は
エジプトとなっている。ロシアでは、トルコやエジプ
トといった海に魅力のある国が夏の観光地として特に
人気が高い。冬が長く、日照時間が少ないロシアでは、
ソ連時代より夏季の長期休暇を利用して南方へ海水浴
に行く習慣があった。ソ連期には黒海沿岸が人気の保
養地であったが、ソ連崩壊後は自由に海外に出ること
が可能となった。そのため国外に行く人が増加し、ト
ルコやエジプトへの旅行者数増加に繋がったと考えら
れる。夏季のロシア人向けツアーでは、海水浴が魅力
的な内容の一つになるだろう。これに対して中国やフ
ィンランドなどロシアと隣接する国は、買い物を目的
とする観光客が多いと考えられる。日本への旅行者数
は、同じアジアの中国や韓国と比較すると低い人数に
留まっている。しかし、２００１年以降、日本への旅行客
数は年々増えており、２００５年には６万３千人と２００１年
の約２倍に増加している。

次に富山県内の情勢に目を向けてみよう。富山県で
は訪日外客数の国籍別統計を公表していないため、県
内主要宿泊施設における国籍別外国人宿泊者数から分
析することとする。表３は県内主要宿泊施設における
外国人宿泊者数の推移を表したものである。２００７年の
富山県内主要宿泊施設における外国人宿泊者数の中で
最も多かった国や地域は台湾の４５，１２０人で、ついで韓
国の２５，３１７人、中国の１２，２１０人の順となっている。富
山県においても日本全体の傾向と同様に、台湾・韓国・
中国といった北東アジア諸国からの外客数が大多数を
占めている。２００７年の台湾・韓国・中国の宿泊者数を
合わせると８２，６４７人にのぼり、県内主要宿泊施設にお
ける外国人宿泊者数のおよそ８割を占めている。
ロシア人に注目すると、日本全体の傾向と比較して
富山県にはロシア人の宿泊者数が特に多い。２００３年に
は５５０人であった県内ロシア人宿泊者数が２００７年には
７，０００人と、１２，７倍に増加しており、他の国の増加率を
大きく上回っている。全国平均と比較して富山県にロ
シア人短期滞在者が多いという特徴は、都道府県別港
別入国ロシア人数からも明らかである。２００６年の県別
ロシア人入国者数をみると、富山県（富山空港+伏木
富山港）から日本に入国するロシア人は、千葉県（成
田空港）の２１，２５４人、新潟県（新潟港+新潟空港）の
１４，１５２人についで、１１，１９０人と全国で３番目に多い（表
４参照）。富山県では、富山空港と伏木富山港との間に
定期便・定期航路が就航しており、ロシアからアクセ
スしやすい条件が整っている。空路では、ウラジオス
トク航空が１９９４年より富山空港とロシア・ウラジオス
トク間を週２回運行している。２００７年度の利用者数は
４，８５１人と７８，２％の搭乗率であったiii。伏木富山港にお
いては、日本とロシアを結ぶ唯一の貨客船であるルー
シー号が１９９３年より週１回就航している。
富山県より入国するロシア人の多くは伏木富山港を
利用しており、現在のところ中古車輸入など商用を目
的としている人の割合が多いことが推測される。今後
空路の利便性が向上すると、ロシア人は予算や日数に
応じて富山県へのアクセスを選択することが可能とな
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VJCにおいても、訪日旅行者数の多い１２の重点市場
（韓国・台湾・中国・香港・タイ・シンガポール・ア
メリカ・カナダ・イギリス・フランス・ドイツ・オー
ストラリア）に加えて、２００７年から今後増加が期待さ
れる国としてロシアを含む３カ国（インド・ロシア・
マレーシア）を有望新興市場と定めている。すなわち、
ロシアは現時点では訪日旅行者数は低い数に留まって
いるものの、今後増加することが期待できる国である
といえる。
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り、ロシア人観光客の誘致において大きなメリットと
なるだろう。

３．富山県の国際観光政策
次に現在富山県が行っている国際観光政策に注目す
る。前述のように国のVJCをうけて、富山県でもイン
バウンド振興にむけて様々な対策を講じている。富山
県観光・地域振興局観光課によると、国際観光振興事
業として、富山県ではこれまで以下の取り組みをおこ
なってきたiv。
①国際旅行展等への出展
・台湾、韓国、中国（大連・上海）等で開催される国
際的な旅行博への出展
②旅行会社招へい事業
・対象国の旅行関係者を本県に招請し、国内観光地を
視察することにより、本県むけツアーの造成につな
げる事業
③メディア招へい事業
・海外の記者、テレビクルー等を招請することにより、
本県の観光資源等を紹介する記事、テレビ番組の作
成を支援する事業
④広告宣伝事業
・新聞・テレビ等に広告宣伝を展開することにより、
本県の観光魅力を紹介し、観光目的地としての認知
度を高める事業
例）台湾・韓国・中国・香港における新聞・雑誌広告

韓国地下鉄ホームドア広告
台湾におけるビル壁面を活用した大規模広告
台湾におけるラッピングバスの運行
上海地下鉄車両テレビ広告
香港バス停広告

⑤情報発信事業
・ホームページにより、本県の観光情報を発信
⑥知事のトップセールス
・知事を団長とする訪問団を派遣し、海外の旅行会社
や航空会社のトップをはじめ関係者に直接ＰＲを実
施するとともに、観光説明会や商品提案会・商談会
を開催
・台湾で海外初の物産と観光展「とやまフェスタ」を
開催（平成１８年韓国、平成１９年北京・上海・香港、
平成２０年韓国・台湾）
⑦広域連帯の促進
・海外からの観光誘致にあたって、北陸三県や長野県、
岐阜県、民間事業者と連携した取り組みを実施

富山県の国際観光政策は、現在観光者数の多い台湾・

韓国・中国に特化している。ロシアに対する観光促進
事業としては、２００８年に初めてウラジオストクの旅行
会社との意見交換会を行った１件のみである。これは
５月２３日に行われた日本語スピーチコンテストにあわ
せて、ウラジオストクの旅行会社１６社（２２名）に対し
て、富山県観光DVDの放映と資料による富山県の概
要・観光資源の説明、意見交換をおこなったものであ
るv。つまり、ロシアに関しては、広告宣伝活動や旅行
博への出展などの具体的な事業に着手しておらず、ロ
シア人観光客にどのようなニーズがあり、富山県の観
光資源をどのように宣伝すれば効果的であるかといっ
た調査は行われていない。ロシア人の興味はアジアや
ヨーロッパ諸国のそれとも異なるため、ロシア人が富
山県に求める観光資源を正確に把握することが必要で
あると考える。
そこで、次章では富山在住ロシア人を対象に行った、
富山の魅力ある観光資源に関するアンケートを分析し、
ロシア人に対する富山県のセールスポイントを導き出
すことで、ロシア人旅行者増加に向けた具体的な方策
を示す手がかりとする。

４．富山県在住ロシア人に対するアン
ケート調査

２００８年１２月から２００９年３月にかけて、富山県在住の
ロシア人を対象にアンケート調査を行い、そのうち３５
人から回答が得られたvi。アンケートの項目は、今後
中国とロシアとの比較検討を視野に入れ、富山県在住
の中国人対象に行った佐藤氏のアンケート項目を参考
に作成したvii。アンケートの主な調査項目は、富山県
の好きな観光地はどこか、富山県の何に興味があるか、
富山県で何を買いたいか、旅館に宿泊したいか、旅行
に関する情報をどこで入手しているか、旅行先を決め
る際に重視する点などである（アンケート調査用紙参
照）。
はじめに基本データをみると、３５のサンプルの内、
男性２５．７％、女性７４．３％である。年齢は２０歳未満が
２．９％、２０代５１．４％、３０代３７．１％、４０代５．７％、５０代２．９％
である。職業別では、会社員３４．３％、教師・公務員５．７％、
企業家２０．０％、学生１１．４％、主婦１７．１％、その他１１．４％
である。滞在期間は１年未満２２．９％、１～２年１４．３％、
２～３年１４．３％、３～４年１１．４％、４年以上３７．１％で
ある（アンケート集計参照）。これらの基本データと、
質問項目をあわせて分析する。
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４・１ 富山の好きな観光地（複数回答可、サンプル
１１８）

全体では最も人気が高かったのは五箇山（１３．６％）、
ついで立山山麓スキー場（１２．７％）、立山黒部アルペン
ルート（１１．９％）、牛岳温泉スキー場（１１．０％）の順で
あり、上位４位までにスキー場が２つ入っている。男
女別にみると、男性で最も人気が高かったのは牛岳温
泉スキー場（１７．９％）で、次に立山黒部アルペンルー
ト（１０．３％）と黒部峡谷鉄道（１０．３％）である（図１
－１）。女性は全体の順位と一致しており、性別によっ
て人気のある観光地に差異がみられた。年代別にみる
と、２０代に人気があったのは、立山黒部アルペンルー
トと五箇山であり全体の順位と同じであるが、３０代に
は立山山麓スキー場と太閤山ランド、牛岳温泉スキー
場など家族連れでも行きやすい場所に人気が集まった
（図１－２）。立山黒部アルペンルートは、２０代の人気
が高かったが３０代と４０代では上位に入っておらず、年
齢層によって人気のある観光地が異なっている。滞在
年数と人気の観光地との関係では、１年未満の滞在年
数の人々には立山山麓スキー場に人気があり、５年以
上滞在している人には五箇山や宇奈月温泉など日本の
伝統的な観光地に人気が集まっている（図１－３）。五
箇山は滞在年数にかかわらず平均的に人気を集めた。

４・２ 富山の何に興味があるか（複数回答可、サン
プル１７８）

全体では日本食と温泉、歴史・文化的遺産の３つが
同率の１０．７％で最も多かった。次に山（９．６％）、海
（９．０％）、桜などの花（８．４％）と自然に関する項目が
続いており、ロシア人は日本の伝統文化と自然に興味
を示している。男女別にみると、女性と比較して男性
で人気が高かったのは山、温泉、お祭りである（図２
－１）。女性では、日本食と海、温泉、花、歴史・文化
的遺産に平均的に人気が集まった。年齢別、滞在年数
別では、日本食や温泉、歴史・文化的遺産の項目で人
気が高く、年齢や滞在年数によって興味を持つ内容に
あまり差異がないことが分かった（図２－２、２－３）。

４・３ 買い物に興味のある人は、何を買いたいか
（複数回答可、サンプル４９）

全体では、富山県での買い物に興味があると答えた
割合は７．３％とあまり多くなかった（図２－１）。中国
人を対象としたアンケートでは、買い物に興味がある
と答えた人が一位でありviii、ロシア人と興味の対象が
大きく異なっている。買いたいものの上位は、衣類
（２４．５％）、化粧品（１８．４％）、食料品（１６．３％）、電気

製品（１２．２％）であった。男女別では、男性で買い物
に興味を持っている人が少ないという傾向が見られた
（図３）。

４・４ 旅館に宿泊したいか（サンプル３５）
旅館に宿泊したいと答えた人が３１．３％、宿泊したく

ないが６８．８％であった。男性では旅館に宿泊したくな
いと回答する人が特に多い（図４－１）。滞在年数別で
みると、３～４年の滞在年数の人のみで、旅館に宿泊
したいと答えた人が宿泊したくないと答えた人を上回
った（図４－２）。同様の質問に対する中国人の回答を
みると、宿泊したいが７２．３％を占めていることからix、
ロシア人は滞在年数に関わらず旅館に対する許容度が
低く、団体客であってもホテルでの宿泊が望まれる。

４・５ 旅行に関する情報源（複数回答可、サンプル
７２）

全体ではインターネット（３３．３％）と友人や親戚
（３１．９％）が特に多く、３番目のテレビ（８．３％）、新
聞や雑誌の記事（６．９％）、旅行代理店（６．９％）と大き
く差をつけた。男女別にみると、男性が女性に比べて
インターネットで情報を収集する割合が多く、女性で
はインターネットより友人や親戚といった口コミを重
視する傾向がみられた（図５－１）。年齢層別では、全
体の傾向と同じくどの年齢層でもインターネット、友
人や親戚からの情報源が上位になった（図５－２）。滞
在年別でもインターネット、友人や親戚の割合が高く、
滞在年数に関わらず同じような手段で旅行に関する情
報を集めている。ロシア人に富山の観光をＰＲする際
には、観光地のホームページにロシア語版を作るなど、
ロシア人がインターネットを通じて簡単に情報収集で
きるようにすることが効果的であろう。

４・６ 旅行の行き先の決定要因（複数回答可、サン
プル９３）

全体ではツアーの内容（２５．８％）が最も多く、次に
伝統文化への興味（２３．７％）、ツアーの金額（２０．４％）、歴
史・文化的遺産への興味（１６．１％）の順になった。買
い物や都会へ行くこと、自然の中での休息という目的
は全体的に低く、ツアーの内容と金額をみて旅行先を
決めるという傾向が明らかになった。男女別でも、行
き先の決定要因は全体とほぼ同様の順位であるが、男
性は特にツアーの内容を重視する割合が多い（図６－
１）。年齢層別でも、上位は全体の順位とほぼかわらず、
３０代以降では自然での休息を選ぶ割合が増えている
（図６－２）。滞在年数別でも上位の順位にほとんど差
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異がない。（図６－３）。富山県を旅行先として選んで
もらうためには、歴史・文化的遺産への興味を満たす、
内容の充実したツアーを作ることが有効であろう。

５．今後の方策
今回のアンケート調査で、ロシア人が富山県の日本
食、温泉、歴史・文化的遺産など日本固有の伝統文化
と、山や海などの自然に興味を示していることが明ら
かになった。富山県の観光資源では、五箇山や立山黒
部アルペンルートなど、韓国や台湾などアジアの観光
客に人気のある場所に加えて、スキー場も人気を集め
た。雪国で生活するロシア人が日本でのスキーを好む
というのは意外に思われるかもしれないが、ロシアで
は一般的にクロスカントリーが主流であり、日本のよ
うにリフトや休憩所などの施設やレンタル用品が充実
しているスキー場はほとんどない。そのため、スキー
場は、冬場の魅力ある観光資源としてロシア人にアピ
ールすることができると考えられる。そのほか、ロシ
ア人観光客を積極的に誘致するために以下の点を検討
する必要があると考える。

５・１ 積極的な情報発信
アンケートの自由記入で、富山の観光資源に対する
ロシア人の評価が非常に高く、富山を魅力ある観光地
として認識していることが分かった。今後さらに多く
のロシア人観光客を誘致するために、まずは積極的な
情報発信が求められる。アンケートでも、「ロシア語で
書かれた富山の観光情報がもっと手に入りやすかった
らいい」という意見や、「富山の観光地は宣伝不足であ
る。非常に美しい場所がたくさんあるが、多くの人が
その存在を知らない」という意見があった。確かに、
現在ロシア語版の富山観光情報は非常に限定的である。
富山県の観光公式サイト「とやま観光ナビ」にはロシ
ア語版があるものの、立山黒部アルペンルートなど各
観光地のホームページにはロシア語版がない。富山県
の観光パンフレットのロシア語版が作成されているも
のの、その内容は充実しているとは言いがたく、また
観光客が簡単に入手することは難しい。そこで、富山
の観光地に対する認知度を高めるために、台湾や韓国
で行っている先行事業と同様に現地での観光説明会や
ポスター広告を実施するとともに、ロシア人が情報源
として重視するインターネットサイトの充実を図るこ
とが有効であると考える。インターネットサイトやパ
ンフレットは日本語版からの翻訳ではなく、ロシア人
が興味を示す内容を重点的に記すなど、ロシア人の立
場に立った内容になるように工夫することが必要であ

る。

５・２ 近県との連携
アンケートの中で、「富山には自然しかない」、「富山
だけでツアーを組むのは難しい」という意見があった。
現在ロシアで企画されている日本行きツアーでは、東
京や大阪、京都、名古屋といった大都市へ行く場合が
多い。一例を挙げるとウラジオストクの旅行会社BIS
主催の日本行きツアーでは、ルーシー号を使って伏木
富山港から入国するものの、富山で滞在する時間はほ
とんどない。参考までに２００９年１月にBISが主催した
ツアー内容は以下の通りであるx。

《ルーシー号で行く新年クルーズ―東京、箱根、横浜》
日程：２００９年１月３日～１月１１日
料金：大人２１５０USドル、子供（１２歳以下）１８６０USド

ル（食事、宿泊費、日本国内・日本ウラジオス
トク間の移動費用、ガイド料を含む）

行程：
・１月３日 手続き、ウラジオストク港出航、船中泊。
・１月４日 船中。自由時間、食事。
・１月５日 伏木港着、富山空港へ移動。羽田着。お台
場のトヨタ展示場見学。東京タワー見学、ホテルへ。
・１月６日 皇居、浅草見学。ディズニーランド、ホ
テルへ。
・１月７日 バスで箱根へ移動。富士急ハイランド、
温泉「ユネッサン」、箱根泊。
・１月８日 サファリパーク、商業施設で買い物、横
浜へ移動。水族館「シーパラダイス」、羽田へ移動、
富山空港へ
・１月９日 高岡大仏見学、買い物、伏木港出航
・１月１０日 船中。自由時間、食事
・１月１１日 ウラジオストク到着
BISでは上記のような日本行きツアーを年に４回ほ
ど実施しており、多いときでは１回に１００名程度の参加
者があるというxi。このツアーは伏木富山港から入国
しているものの、富山では高岡大仏の見学と、イオン
での買い物しか行っておらず、富山は通過点にしか過
ぎないのが現状である。多くのロシア人が富山県から
入国しているにもかかわらず、富山県の観光地を訪れ
ていないことは非常に残念である。BISのツアーは、
都市での大型商業施設や娯楽施設での滞在が多く、近
代的な日本を楽しむ内容になっているが、アンケート
から、ロシア人は富山県の伝統的な日本文化や自然に
も興味を示していることが分かっている。そこで夏季
は五箇山や立山黒部アルペンルート、冬季はスキーな
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どを組み入れた自然や伝統文化に触れるツアーも、ロ
シア人にとって魅力的な内容になると考える。ウラジ
オストクから富山へのアクセスは、２００９年春より空路
が週１便になるため、一週間は日本に滞在することに
なる。富山県だけで一週間過ごすのでは物足りない印
象になることが懸念されるため、金沢や高山など近県
の魅力ある観光地を組み合わせたツアーや、首都圏や
関西圏と富山の観光地を組み合わせるなどして内容の
充実を図る必要があるだろう。

５・３ ロシア人への対応
現在ロシア人が日本を訪れるためには複雑な手続き
と時間が必要であり、観光であっても個人客が日本を
気軽に訪れることは難しい。そのため、ロシア人観光
客を誘致するためには、まずツアーで富山県に来ても
らうことが重要であろう。ツアー客の中からリピータ
ーや口コミでの利用客を増やすことによって、個人客
の獲得に繋がる。訪日経験のあるリピーターは、旅行
代理店を通して自由に日程や訪問先を決めて、年に何
度も訪日する人もいるという。特に極東地方に住むロ
シア人にとっては、首都モスクワより富山や新潟の方
が距離的に近く、物価や品揃え、サービス面を考慮す
ると日本は十分魅力的な観光地になりえる。
ホスト側である富山の観光地としては、ロシア人観
光客を受け入れる体制を整える必要がある。県内の観
光地では、英語や中国語・韓国語のパンフレットは見

られるものの、ロシア語で書かれたものはほとんど見
かけない。ソ連時代に教育を受けたロシア人は英語が
堪能でない場合があり、英語で代用するのではなくロ
シア語のパンフレットが必要となる。また一般にロシ
アのツアーでは、プロのガイドが観光地や博物館等で
事細かに説明する場合が多く、ロシア人は観光資源に
関する詳細な説明を期待する傾向がある。各観光地に
ロシア語を話す観光ガイドを配置することは現状では
困難であろうが、パンフレットや説明用の掲示板があ
れば、個人の観光客も利用しやすいと考える。そのほ
かロシア人が日本の観光で高く評価していることに、
サービスの質の高さがある。日本では客に対する丁寧
な対応は接客業の常識であるが、資本主義経済の歴史
が浅いロシアではまだまだ接客業のサービスの質が低
い。県民が観光客に温かいおもてなしの心で接するこ
とで、富山に対して非常に良い印象を残すことが出来
るのである。
富山県にはロシア人にとって魅力的な観光資源が豊
富にある。まずは富山県の観光地に対する認知度を上
げるために、現地での広告活動やロシアの旅行会社と
の連携、インターネット等を使った情報発信に力をい
れ、そして観光地側では観光客を温かく受け入れ、必
要とする情報を充分に提供して観光客の利便性と満足
度を高めることが、ロシア人観光客のさらなる増加に
繋がると考える。
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